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かま自立相談支援センターに関する事業報告
１．総 括

今年度、かま自立相談支援センター（以下「センター」という。）で受けた相談は 2,067 件（前年比 186 件増）でした。この内 114件（前年比

26 件増）が生活困窮にかかわる新規相談で、年間をとおして 1,033 回の相談対応とアプローチをしています。新規相談 114 件の内、29 件（25.4％）

が絶対的貧困状態（住むところ・食べるものなど生きていくために必要なものが得られない状態）で相談につながり、残り 85 件（74.6%）が相対的

貧困状態（経済的困窮などにより、一般の人が実現できる様々なことができない状態）にありました。そのときの困窮状態の詳細をみると、ほぼす

べての方が複数（270 件）の困りごとを抱えていて、平均すると 2.37 件となりました。最も多かったのが「収入・生活費」80 件（29.6％）で、「仕

事探し」29 件（10.7％）、「病気や障がい」24 件（8.8％）、「家賃やローンの支払い」19 件（7％）、「税金や公共料金の支払い」19 件（7％）、「住ま

い」18 件（6.6％）、「食べるものがない」18 件（6.6％）、「債務」16件（5.9％）と続いています。さらに詳細を見てみると、「収入・生活費」にお

いては、無職（精神疾患・再就職の失敗等）で独身の 40～50 代の子どもが高齢の親と同居し、生活費を頼っていることによる親からの困窮相談が

増えつつあり、7 件がその内容でした。中には、子どもがひきこもり状態にあることを吐露された方もおられ、「7040」、「8050」問題は、見えてい

ないだけで確実に広がっていると感じます。だからこそ、孤立させないための仕組み（福祉関係各課・子ども支援課・納税課・住宅課などの困窮情

報の共有及びセンターによるアウトリーチなど）が求められていると思います。また、生活費の枯渇（食べる物がない・ライフラインが停止・公営

住宅家賃の滞納など）とＤＶ（ドメスティックバイオレンス）は密接に関係していることを物語る相談も 3 件あり、他機関・他職種連携（男女共同

参画推進課、高齢者相談支援センター、健康課、保護課、医療機関、高齢者施設など）による支援の大切さを実践の中で学ぶこととなりました。

「家賃やローンの支払い」においては、公営住宅等の家賃を長期滞納し、明渡しや裁判を起こすとの予告が届いてから相談につながることが増え

ています。その際は、分納相談に同行したり、家計の見直し等を行ったりしますが、滞納額が大きければ一括支払いを求められてしまいます。家賃

を長期滞納している場合には、光熱水費や携帯代の支払いが滞り、食べる物も尽きていることが多いため、相談支援員がきちんとアセスメントをし

たうえで、福岡県社会福祉協議会と連携して行っている「ふくおかライフレスキュー事業」や「かま福祉ネットワーク委員会」からの現物給付によ

って、急場を凌ぐこが増えています。また、あらたな入居先を見つける「住まい」の相談において、壁となるのは連帯保証人です。県営住宅におい

ては令和 2年 4 月から連帯保証人がなくても申込みができることとなりましたが、申請期間が決まっていたり、若年単身者の場合は戸数が限られる

など、「今入居が必要」という緊急時には対応しづらい面があります。市営住宅においては、これまでどおり連帯保証人を必要としています。民間

の賃貸住宅については、不動産業者を介して保証協会の審査を通過（自己破産等の履歴がないこと、就労証明がでること、連絡手段が確保できるこ

と）することが必要となりますが、困窮状態にある方にとっては、様々な理由で要件を満たすことは難しい面があることも事実です。その際には、

本会が民家を借用して開設している「寄ってこハウス」に一時的に入居してもらい、一息ついて次のステップに向けて動くようにしていますが、先

に記した要件をクリアーできなければ身動きがとれなくなってしまうため、生活困窮者自立支援制度の任意事業である「一時生活支援事業」の実施

や法人による連帯保証などについて、検討して行く必要があるのではないかと思います。

「税金や公共料金の支払い」、「債務」の相談においては、当然、失業等による収入減、借金を重ねたことによる家計破たんが多くを占めますが、

一方では、生活が十分できる年金や就労収入があるにもかかわらず生活に困窮している方もおられます。この場合は、家計の見直しと同時に本会が

実施している金銭管理や書類等の預かりサービスを組み込んで、家計の立ち直りを支援するようにしています。このように、相談者からの困りごと

は、年々複雑・多様化しているため、相談の第一線に立つ相談支援員のアセスメント力や支援の方向性を見出す見立て力、関係機関等との調整力が

なければ問題の解決は覚束ないため、それぞれが力量をさらに高めていかなければならないと思うところです。

自立支援プランを協議する支援調整会議は 11回開催し、家計改善支援プランも含めて延べ 49件について協議し、コアメンバー（保護課、ハロー

ワーク、センター）とプラン内容に応じて加わってもらった機関を含めて、延べ 95 人が出席しています。自立支援プランの協議においては、問題

の複雑さを物語るように、はじめて協議に加わっていただいた機関も増えています。その意味でも、相談支援員がご本人とともに作成する自立支援

プランの目標（長期・短期）を関係者が共有し、役割分担をしながら支援していくことが重要であると感じています。なお、これからも、プランの

協議に際しては、支援者サイドの価値観の押しつけにならないこと、協議の中心はご本人であり、自己決定を支援することを忘れないようにしてい

きたいと思います。

就労支援員による支援については、ハローワークの求人情報のほか、フリーペーパー情報を延べ45 回提供し、5人が一般就労につながりました。

失業状態が生活困窮に直結している方がほとんどで、早急に就職先を決めたいと話されるため、どういった職種を希望しているかを細かく聞き取る

ように心がけていますが、求人情報を提供しても、面接までいかないことも多く、相談者が希望する求人情報を的確に提供することが重要と感じて

います。また、ハローワークと繋がることで、紹介先企業の情報を得ることが出来るため、相談者も就職後のイメージを膨らますことができていま

す。今後も、ハローワークとの連携を図り、相談者が希望する求人情報の提供に努めていきたいと思っています。

家計改善支援事業については、17 件（前年比 11 件増）の相談がありました。その時の困りごとは延べ 41 件で、詳細をみると「収入や生活費」

13 件、「債務の返済」10 件、「税金や公共料金の支払い」7 件、「家賃やローンの支払い」9 件、その他 2 件となりました。継続の方も含めた家計改

善支援の延べ回数は 268 回（前年 148 件増）となりました。また、家計改善支援についても主訴をじっくり聞いてスクリーニングをすることとなり

ますが、17 件の結果は、引き続き支援を継続する 5 件、プランを策定し継続支援する 6 件、他の制度や専門機関につなぐ 3 件、相談のみで終了 3

件となっています。スクリーニングをする中で、税務課や住宅課、債権者などとのやりとりもしています。家計改善支援プランを立てた方のうち、

5名が社会福祉協議会が実施する日常生活自立支援事業等をつうじて金銭管理をしています。相談支援員は、困窮状態に至っている根本原因の分析、

家計の見える化等を図った上で、必要に応じて分納相談に同行したり、債務整理等を弁護士に相談したりします。今年度も 1 件自己破産手続きと 2

件任意整理手続きを弁護士に依頼しています。自己破産手続きでは、申立ての際に家計表を裁判所に提出する必要があり、自身で家計表をつけるこ

とになるため、その際のサポートをしています。

生活福祉資金貸付事業については、新規相談が 107 件（前年比 43 件増）、継続相談が 528 件（前年比 30 件減）、貸付に至ったのは 35 件（前年比

15 件減）、貸付総額は 6,083,000 円（前年比 10,712,000 円減）となりました。貸付けた資金の内訳は、教育支援資金 13 件、緊急小口資金 11 件、

福祉資金 10 件、総合支援資金 1 件となっています。緊急小口資金及び総合支援資金の相談については、センターの利用が必須となっているため、

借入申込みに際して自立相談支援機関としての視点で支援方針を伏していますが、公的給付である生活保護費が入るまでのつなぎ資金として貸付け

たケースが 9 件と最も多くなりました。また、福祉資金については、被保護者の生活必需品の購入資金（エアコン等）として貸付けたケースが 8件

と最も多くなりました。また、令和 2 年 3 月中旬以降は新型コロナウイルス感染拡大防止措置による失業や生活費の困窮相談が入るようになり、3

月末までに 2 件の特例貸付（緊急小口資金 1 件、総合支援資金（生活支援費）1 件）の手続きを行い、決定を受けています。この特例貸付に関する

相談は、今後も増え続けて行くと思われます。
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フードバンク事業については、食品及び物品の協力が延べ 22 件（前年比 12 件減）あり、必要とした 37人に対して、延べ 61回（前年比 22 件増）

提供しました。食品等については、障がい者支援施設清浄学園、障がい者支援施設さくら学園及び第 2さくら学園、軽費老人ホーム稲穂園 介護老

人保健施設シルバーケア嘉穂が在庫状況に応じて提供してくださるため、今年度も食品が不足することはありませんでした。また、今年度の後半か

らは、「ふくおかライフレスキュー事業」や「かま福祉ネットワーク委員会」をつうじた継続的な支援が増えたことで、フードバンク事業から定期

的に支援することが減り、緊急的な対応が増えています。困った「今」を支える選択肢は増えましたが、相談者にとって必要な支援をしっかり見極

めていくことが必要だと考えています。また、消費期限の管理も継続してしっかりおこなっていきたいと思います。

無料職業紹介事業については、常用求人登録が延べ 81 件（前年比 2 件減）、求人登録企業は 6社となりました。求職登録に至ったのは 9 人で、そ

の内 1 人に紹介状を発行し、採用されました。紹介事業の許可があることで、企業等を訪問して、求人情報の提供を依頼できることは大きなメリッ

トであり、1 人の方はこちらからの働きかけで採用されています。企業訪問については充分とは言えないため、今後さらに努力して、一人でも多く

の方の就職につなげていきたいと考えています。

２．事業実績

（１）相談受け付け等に関すること                      

  相談件数 2,067 件（来所 396 件 訪問 389 件 電話 637件 転送電話 7 件 同行 167 件 関係機関から 445件 メール 26 件）

① 初回相談                                                                                    
   件数 114 件（来所 47 件 電話 35 件 関係機関等から 32 件）

② 年 齢

人数 114 人（20 歳～29 歳 8 人 30 歳～39 歳 15 人 40 歳～49 歳 20 人 50 歳～59 歳 22 人 60 歳～69 歳 20 人

70 歳～79 歳 12 人 80 歳～89 歳 3 人 不明 14 人）

③ 性 別               

   人数 114 人（男性 74 人 女性 39 人 不明 1 人）

④ 相談内容（複数）                                                 

   相談内容延べ件数 270 件（病気や健康・障がい 24 件 収入や生活費 80 件 仕事探しや就職 29件 家賃やローン 19件

  税金や公共料金 19 件 債務 16 件 家族関係・人間関係 4件 住まい 18 件 仕事上のトラブル 4件

  子育て・介護 8件 ひきこもりや不登校 2件 地域関係１件 食べるものがない 18 件 その他 28件）

⑤ クリーニング結果                                            

   スクリーニング件数 114 件

（他の制度や専門機関につなぐ 43 件 引き続き支援を継続する 24 件 情報提供や相談のみで終了 39 件 プランを策定し継続支援する 8 件

支援途中で中断・終了 0 件）

※他の制度や専門機関につないだ内訳（詳細内訳 複数）

     件数 43 件 本会事業 17 件（内訳：生活福祉資金貸付事業 14件、権利擁護センター2 件、フードバンク１件）

行政 10 件（保護課 7件 こども育成課 1 件 市民係 1 件 住宅課１件）

ハローワーク 7 件 医療機関 1 件 法曹関係 2件 ふくおかライフレスキュー1件 障がい者基幹相談センター１件

商工会１件 労働局１件 若サポ１件 ジャパンマック福岡１件

⑥ 自立に向けた働きかけ                                                            

   継続相談・支援回数１,033 回（来所 192 回 訪問 235 回 電話 297 回 転送電話 6回 同行 109 回 関係機関から 168 回 メール 26 回）

⑦ 支援プランの策定状況

  自立支援プラン策定件数 32 件（新規プラン 14件 再プラン 7 件 終了 11 件）

  家計改善支援プラン策定件数 17 件（新規プラン 8 件 再プラン 1件 終了 8 件）

（２）支援調整会議に関すること

①支援調整会議の開催

   第 1 回 開催年月日 平成 31 年 4 月 24 日（水） 出席者数／6 人  

協議内容／・自立再プラン案の検討（2 件）・家計再プラン案の検討（1 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 自立相談支援センター

   第 2 回 開催年月日 令和元年 5 月 30 日（木） 出席者数／9 人

協議内容／・自立再プラン案の検討（2 件）・家計再プラン案の検討（1 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 医療法人昌和会見立病院 稲築東在宅介護支援センター

かま権利擁護センター 自立相談支援センター

第 3 回 開催年月日 令和元年 7 月 30 日（火） 出席者数／7 人

協議内容／・自立新規プラン案の検討（3 件）・家計新規プラン案の検討（3 件）

・その他 平成 30 年度かま自立相談支援センター事業報告

       出席関係機関・団体／保護課 ハローワーク 自立相談支援センター

  第 4 回 開催年月日 令和元年 8 月 27 日（火） 出席者数／12 人

協議内容／・自立再プラン案の検討（2 件）・家計再プラン案の検討（1 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 医療法人昌和会見立病院 嘉麻市高齢者相談支援センター

かま権利擁護センター 自立相談支援センター

   第 5 回 開催年月日 令和元年 9 月 27 日（金） 出席者数／7 人

協議内容／・自立新規プラン案の検討（2 件）・家計新規プラン案の検討（1 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 自立相談支援センター



23

   第 6 回 開催年月日 令和元年 10 月 25 日（金） 出席者数／13 人

協議内容／・自立新規プラン案の検討（1 件）・自立再プラン案の検討（3 件）・家計再プラン案の検討（3 件）

       出席関係機関・団体／保護課 ハローワーク 嘉麻市男女共同推進課 軽費老人ホーム三光園

かま権利擁護センター 自立相談支援センター

第 7 回 開催年月日 令和元年 11 月 28 日（木） 出席者数／8 人

協議内容／・自立再プラン案の検討（2 件）・自立新規プラン案の検討（2 件）・家計新規プラン案の検討（2 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 医療法人昌和会見立病院 自立相談支援センター

   第 8 回 開催年月日 令和元年 12 月 23 日（月） 出席者数／7 人

協議内容／・自立再プラン案の検討（2 件）・家計再プラン案の検討（1 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 自立相談支援センター

第 9 回 開催年月日 令和 2 年 1 月 20 日（月） 出席者数／10 人

協議内容／・自立再プラン案の検討（3 件）・自立新規プラン案の検討（2 件）・家計新規プラン案の検討（1 件）

       出席関係機関・団体／保護課及び福祉事務所長 ハローワーク 軽費老人ホーム三光園

かま権利擁護センター 自立相談支援センター

   第 10 回 開催年月日 令和 2 年 2 月 19 日（水） 出席者数／9 人

協議内容／・自立新規プラン案の検討（1 件）・家計新規プラン案の検討（1 件）

・自立再プラン案の検討（2 件）・家計再プラン案の検討（2 件）

       出席関係機関・団体／保護課 ハローワーク 嘉麻市健康課 福岡県済生会飯塚嘉穂病院 かま権利擁護センター

                 自立相談支援センター

   第 11 回 開催年月日 令和 2 年 3 月 27 日（金） 出席者数／7 人

協議内容／・自立新規プラン案の検討（3 件）

       出席関係機関・団体／保護課 ハローワーク 障がい者就業・生活支援センターBASARA
                 自立相談支援センター

（３）就労支援に関すること

①支援状況

  ・情報提供 45 回 一般就労につながった件数 5 件

【就労先】日通警備 グリーンアース 井上組 日立物流（株）バンテック 住宅工房

（４）家計改善支援事業に関すること

①初回相談                                                               
   件数 17 件（来所 6 件 訪問 8 件 電話 1 件 関係機関からの紹介 2 件）

② 年 齢

人数 17 人（20 歳～29 歳 1 人 30 歳～39 歳 3 人 40 歳～49 歳 3 人 50 歳～59 歳 2 人 60 歳～69 歳 5 人 70 歳～79 歳 3 人）

③ 性 別               

   人数 17 人（男性 10 人 女性 7 人）

④ 相談内容（複数）                                                 

   相談内容延べ件数 41 件（収入や生活費 13 件 債務 10 件 税金や公共料金 7 件  家賃やローン 9 件 その他 2 件（施設利用料の支払い・夫の

入院費）

⑤ スクリーニング結果                                            

   スクリーニング件数 17 件（引き続き支援を継続する 5 件 相談のみで終了 3 件 他の制度や専門機関につなぐ 3 件 プランを策定し継続支援

する 6 件）

⑥ 自立に向けた働きかけ                                                            

   継続相談・支援回数 268 回（来所 35 回 訪問 53 回 電話 70 回 同行 32回 関係機関から 78回）

（５）住居確保給付金の窓口業務に関すること

  ① 相談状況  
実人数 0 人 延べ人数 0 人

② 申請状況等 申請件数 0 件

（６）生活福祉貸付事業に関すること

  ①相談・貸付等の状況

   ・相談件数 635 件（新規相談 107 件 継続相談 528 件）

・相談の形態 635 件（来所 116 件 訪問 93 件 電話 234 件 転送電話 1 件 同行 26 件 関係機関から 165 件）

・貸付件数 35 件 貸付総額 6,083,000 円
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   ・貸付資金種類（詳細内訳）

  資金種別 区分 貸付の詳細 貸付件数 貸付合計額

福祉資金 福祉費

被保護者の生活必需品の購入（エアコン） 7 件 580,000 円

被保護者の生活必需品の購入（エアコン・冷蔵庫・洗濯機） 1 件 160,000 円

葬儀に伴う費用 1 件 200,000 円

自動車免許取得のための教習費 1 件 336,000 円

小 計 10 件 1,276,000 円

教育支援資金

教育支援費 高等学校 1 件 専門学校 1 件 2 件 333,000 円

就学支度費 高等学校 3 件 3 件 721,000 円

教育支援費＋就学支度費 高等学校 1 件 専門学校 2 件 大学 1 件 8 件 2,956,000 円

小 計 13 件 4,010,000 円

緊急小口資金

公的給付（生活保護）までのつなぎ 9 件 297,000 円

初任給が支給されるまでのつなぎ 1 件 100,000 円

新型コロナ特例貸付（学校休校で仕事を休むことによる収入減） 1 件 100,000 円

小 計 11 件 497,000 円

総合支援資金 新型コロナ特例貸付（イベント中止による収入減） 1 件 300,000 円

小 計 1 件 300,000 円

合 計 35 件 6,083,000 円

② 滞納世帯への働きかけ

・滞納状態にある借受人及び連帯借受人に対し、センターの存在を知らせて相談につなげるため、5 月、8 月、11 月、2 月に償還金の払込票と

ともにセンターの案内チラシを郵送した。結果、年間を通して 2 件の連絡があった。

（７）フードバンク事業に関すること

① 食材を必要とした方々の生活状況

提供年月日 受取者 困窮状態等の概要 提供した食品・物品の内訳

令和元年 5月 8 日（水） 男性 平成 31 年 3月まで建設業で働いていたが、請負の仕事が徐々

に減り、4 月からは全くなくなった。生活保護と生活福祉資金

（緊急小口資金）を申請したが、食べる物がない。

袋麺 1 袋 レトルト食品 7 箱 ふりかけ 1 袋

その他（のりの佃煮 1 瓶 めんつゆ 1 本 お茶 1

袋 ガスボンベ 1 セット）

令和元年 5月 14 日（火） 男性 平成30年3月から知人がはじめた飲食店の従業員を深夜自宅

まで送る仕事を日払い（5 千円）でしていたが不眠症で働いて

いることを伝えると、来なくていいと言われ、収入を得る道

が途絶えてしまった。現在、自宅中心の生活をする娘と 2 人

暮らしで、生活に困窮し、昨日生活保護を申請した。所持金

も食材もわずかしか残っていない。

白米5㎏ カップ麺6個 袋麺1袋 レトルト食品

9 箱 ふりかけ 1 袋 味噌汁 1 袋 その他（お茶 1

袋 めんつゆ 1 本 鮭瓶１セット ジュース 6本）

令和元年 5月 28 日（火） 男性

①

56 歳で妻と 2人暮らし。今年 1月に株式会社一広産業を退職

し、妻の年金約 10 万円/月と失業手当 7 万円で生活してきた

が、所持金と食材がわずかしか残っていない。妻が精神的に

不安定で、働きに出ることができず、困窮状態に陥っている。

白米 5㎏ カップ麺2個 ふりかけ 1袋 缶詰 4缶

令和元年 6月 3 日（月） 女性 3 歳と 0 歳の子どもと 3 人暮らし。2 月に離婚し、パート収入

月額 3 万円と養育費（4 万 5千円）を生活費に充てていたが、

精神的に不安定な状態が続き、家計も回らず、令和元年 5 月

31 日に生活保護を申請した。6月 11 日には児童手当 4 ヶ月分

10 万円が入るため、それまでの食材を提供した。

袋麺 1 袋 レトルト食品 10 箱 ふりかけ 3 袋 缶

詰 4 缶 その他（めんつゆ 1 本 鮭瓶 1セット ジ

ュース 10 本 紙パンツ 1 袋（L サイズ））

令和元年 6月 20 日（木） 女性 24 歳妊娠 7 ヶ月で一人暮らし。子どもの父親とは連絡がとれ

ない状況。所持金は千円で食べる物がない。生活保護申請す

る予定。食べ物がないため、緊急小口資金の手続きをすすめ

るとともに食材を提供した。

白米 5㎏ カップ麺4個 ふりかけ 2袋 缶詰 6缶

その他（そうめん 1 袋 めんつゆ 1 本 ジュース 10

本 さんまパック 2個 のりの佃煮 1瓶）

令和元年 7月 2 日（火） 女性 地域福祉権利擁護事業にて週 2 回生活費を届けている。届け

たお金を早々に使ってしまい、お米はあるがおかずがなく困

っている。

ふりかけ 2袋

令和元年 7月 12 日（金） 女性 四女（生後 1 ヶ月）と生活している。休職中で収入が減り、

家計が苦しくなった。おかずはあるとのことだったため、ビ

タミンなどの栄養が摂れるフルーツジュースを提供した。

ジュース 20缶

令和元年 7月 12 日（金） 男性

①

7 月 11 日に訪問した際に、8 月の年金まで所持金がないため、

数日前から夕食を食べていないとのことだった。8月の年金が

入るまでの残り 2 週間分の食材を提供した。今後については、

センターでプランを作成し、家計や生活について見直し、支

援していく。

白米5㎏ 袋麺1袋 レトルト食品7箱 ふりかけ

3 袋 缶詰 9缶 その他（ジュース 17 本 めんつゆ

1 本）
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令和元年 7月 17 日（水） 男性

②

妻から「食べるものがなく困っている。」との連絡を受けて訪

問した。その後、妻は嘉麻警察署に一時保護されることとな

った。本人は、食べる物がなく健康状態にも影響が出ている

状況だったため、自宅に食材を届けたところ、刑事との面談

中で、直接会うことができなかったため、刑事に預けた。

白米5㎏ カップ麺6個 袋麺1袋 レトルト食品

10箱 ふりかけ1袋 缶詰8缶 味噌汁2袋 その

他（めんつゆ 1 本 鮭瓶 1 セット）

令和元年 7月 29 日（月） 女性 草刈り作業に転職した次男の給料（末締めの翌月未払い）が

入るが、稼働日が少なく生活費として入れてくれるお金が 2

万円程度にしかならない。家賃も滞納しており、これ以上の

滞納はできない状況にある。次男には毎日お弁当を持たせな

ければならないが、お金がなく食材を買うことができない。

白米5㎏ カップ麺6個 レトルト食品4箱 缶詰

4 缶 その他（そうめん 1 袋 めんつゆ 1 本 ジュ

ース 17 本）

令和元年 8月 14 日（水） 女性 令和元年 7 月から自立相談支援センターにてプランを立てて

支援中。8 月 10 日の給与は 7万 4 千円で、普段より 8 万円少

なく、福岡銀行に借入をしなければ生活できない状況。食材

が全くないとのことで提供した。

白米 5 ㎏ 袋麺 4 袋 レトルト食品 16 箱 缶詰 8

缶 味噌汁 1 袋 その他（のりの佃煮 1瓶 めんつ

ゆ 1 本）

令和元年 8月 19 日（月） 男性

①

56 歳 1 人暮らし。7 月中旬まで、日雇いの土木・草刈りなど

で働いていたが、体調不良で仕事に行けず、手持ち20 円で本

日、生活保護を申請した。食材もほとんどないとのことで、

本日分の食材を提供。明日以降については、米を炊けないと

のことで、米等を自宅に届ける予定である。

カップ麺 2個 缶詰 2 缶

令和元年 8月 20 日（火） 男性

②

8 月 19 日、生活保護を申請し、緊急小口資金を申し込んだ。

昨日は、1 日分の食料を提供し、本日は、自宅に届けた。

白米5㎏ カップ麺9個 レトルト食品8箱 缶詰

6 缶 その他（のり 1 袋）

令和元年 8月 22 日（木） 男性

③

現在、一人暮らし。今までは、妻の年金の中で生活費などを

やりくりしていたが、妻が 7 月 17日に入院したことで、食材

等を買うことができなくなった。雇用保険の受給も終わって

いるため、収入がなく、生活が苦しい状況。本日、訪問する

と、三日間何も食べていないと話されたため、食材を提供し

た。

白米５㎏、カップ麺４個、袋麺２袋、レトルト食品

８箱、缶詰６缶、味噌汁２個、その他（めんつゆ２

本、さんまそぼろ１個、ちゃんぽん春雨１個、スー

プ１個）

令和元年 8月 26 日（月） 男性

④

8 月 22 日に食材を届けたが、日用品も購入できていないため、

本日は生活用品を自宅に届けた。今後については、生活保護

の申請についても視野に入れて、支援していく。

その他（トイレットペーパー１２ロール）

令和元年 8月 30 日（金） 男性

⑤

退職後、体調を崩し、自宅中心の生活を送っている。生活保

護申請に向けた支援中であり、定期的に食品等を提供してい

る。

カップ麺１個、レトルト食品３箱、味噌汁２個、そ

の他（コーヒー１袋、レトルト食品２袋）

令和元年 9月 3 日（火） 男性

⑥

本日生活保護を申請した。高血圧や糖尿病の症状で、体に痛

みがある様子。今後は、光熱水道費や賃貸契約の名義を変更

することや、食材等の提供をすることで、生活保護受給まで

生活をサポートしていくことにしている。

白米５㎏、カップ麺６個、レトルト食品５箱、ふり

かけ１袋、缶詰６缶、味噌汁１袋、その他（ごはん

３パック、鮭瓶２瓶、のりの佃煮１瓶、スープ１カ

ップ）

令和元年 9月 4 日（水） 男性 父と二人暮らし。8 月に父の年金と自身の給与が入ったが、6

月、7 月に首や足の痛みがあり、1 週間仕事を休んだため、給

与が少なく、また、友人から借りたお金を返済したため、現

在手持ちが 100 円となった。昨日からほとんど食事を摂って

おらず、ガソリンも入っていない。9月 13 日には、給与約 10

万円が入る予定である。

白米７㎏、カップ麺８個、袋麺１袋、レトルト食品

９箱、ふりかけ１袋、缶詰７缶、味噌汁１袋、その

他（味噌１個、鶏炭火焼１個、めんつゆ１本）

令和元年 9月 9 日（月） 男性

①

6 月から家を出て、小倉にて車中生活を送っていた。8 月 27

日に体動困難、下肢脱力で救急搬送され、入院し、9月 5 日に

退院した。滞納していた光熱水費の支払いを済ませると残金

がなくなり、10 月の年金まで生活できない。

白米５㎏、カップ麺６個、レトルト食品６箱、缶詰

６缶、味噌汁１袋、その他（なめ茸１瓶、炊飯器１

台）

令和元年 9月 10 日（火） 男性

⑦

週に１度食材を届けることにしている。また、生活保護の受

給決定まで、名義変更などのサポートを行う。訪問時、体調

不良の訴えがあったため、保護課にも状況を伝えた。

白米５㎏、カップ麺６個、レトルト食品７箱、缶詰

６缶

令和元年 9月 11 日（水） 男性

①

69 歳で独居の男性。月 7 万円の年金で生活している。今まで

はパチンコをしても食費は残していたが、今回は使いすぎて

しまい、今夜から食べる物もない状況。計画通りにお金を使

うことができなくなっており、金銭管理も含めた支援が必要

と思われる。なお、療育手帳を持っていないが、お金の計算

等に支障があり、買い物もうまくできていない。また、兄弟

とも疎遠で、近所との関わりもないことがわかった。

白米５㎏、カップ麺６個、レトルト食品６箱、缶詰

６缶、味噌汁１袋、その他（鮭瓶１瓶）

令和元年 9月 17 日（火） 男性

②

8 月の年金を使ってしまい、10 月の年金まで生活できない。

今後は、地域福祉権利擁護事業の利用と自立支援プラン、家

計支援プランを作成し、自立に向けて支援する予定である。

カップ麺８個、袋麺５袋、レトルト食品７箱、ふり

かけ２袋、缶詰９缶、味噌汁３袋、その他（めんつ

ゆ１０袋、のりの佃煮１瓶、ｶｾｯﾄﾎﾞﾝﾍﾞ１セット）
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令和元年 9月 17 日（火） 男性

⑧

9 月 12 日、検診命令を受け、高血圧症、糖尿病と言われ、腎

臓も悪くなっているとのことだった。1 週間分の食材を届け、

家賃が 9 月から 3 万 2 千円になることと、本人名義となるこ

とを伝えた。

カップ麺２個、袋麺４袋、レトルト食品９箱、缶詰

４缶、味噌汁１袋、その他（めんつゆ１本、のりの

佃煮１瓶）

令和元年 9月 18 日（水） 男性

②

10 月の年金日まで、収入がなく、食べる物もないと相談を受

けた。年金日までの 1 ヶ月間食材を提供し、年金日までに日

常生活自立支援事業の契約を行い、計画的にお金が使えるよ

うに支援を行っていく。同居している長兄も 8 月に仕事を辞

め、現在休職中であるため、次回食材を提供する際に、長兄

と話しができるようにタイミングを見て伺う。

カップ麺１３個、缶詰１５缶、その他（そうめん３

袋、めんつゆ１本）

令和元年 9月 20 日（金） 男性

②

今月 11 日に 1 度フードバンクを提供したが、食材が尽きたと

のことだった。今後は、自立相談支援センターでプランを立

てて支援を行う。お金の使い方については、日常生活自立支

援事業を利用する予定。来月 15 日まで収入がないため、1 週

間ごとに訪問して、食料の提供を行う予定。

カップ麺１０個、レトルト食品３箱、ふりかけ１袋、

缶詰６缶、味噌汁１袋

令和元年 9月 24 日（火） 男性

⑨

1 週間分の食材を提供した。9 月 26 日に妻と話しをすること

になっており、同日生活保護の受給決定の可否についても、

連絡がある予定。

白米５㎏、カップ麺６個、ふりかけ１袋、缶詰３缶、

その他（そうめん２袋、カレールウ１箱、のりの佃

煮１瓶）

令和元年 9月 24 日（火） 女性 8 月に夫が職場で倒れ（脳出血）、飯塚病院に緊急搬送された。

9 月 19 日に転院し、10月 1 日に主治医から治療方針や今後の

見通し等について、説明がある。9 月 15 日に夫の給料（8 月

分）32 万円と 9 月 20 日に妻のパート収入（8 月分）12 万が入

ったが、入院費 25万円を支払ったため、手元にはほとんどお

金が残っていない。傷病手当の手続きは 10 月以降会社がして

くれることになっている。夫婦と子ども 5 人の 7 人世帯。長

男と次男はアルバイトをしている。二人で 20 万/月の収入が

ある。

白米５㎏

令和元年 9月 24 日（火） 男性

③

10 月の年金まで生活できない。明日、特定検診の予定。自立

支援プラン、家計改善支援プランについて、内容を確認し、

同意を得た。

カップ麺５個、レトルト食品３箱、缶詰６缶、その

他（スープ１個、のり２袋、サバ１瓶、つくだ煮１

瓶、紅茶２袋）

令和元年 9月 26 日（木） 女性 夫婦と子どもの 3 人暮らし。息子は、友人の家と実家を行き

来しているため、2人で年金約10万円/2か月で生活している。

夫が以前患った脳出血から2個所の病院に通院しているため、

医療費が嵩み、生活費が足りなくなっている。2 年前に相談に

来た際は、収入が保護基準額を下回っているため、保護の申

請をすすめた。今回もすすめたところ、検討してまた相談し

ますとの返答であった。

白米５㎏、カップ麺１０個、ティッシュ１箱

令和元年 9月 27 日（金） 男性

③

9 月 18 日に食材の提供を行ったが、食材が尽きたとの相談を

受けたため、再び訪問して、提供を行った。同居している長

兄と話しをするために昼間に伺ったが不在であったため、年

金日までに食材を再び持っていく際に話ができるようにタイ

ミングを伺う。

白米５㎏、カップ麺１０個、ふりかけ２袋、缶詰４

缶、味噌汁１袋

令和元年 9月 27 日（金） 男性

③

今月 11 日と 20 日にフードバンクから食材を提供したが、食

料が尽きたとのことであったため、訪問して食料を提供。10

月の年金受給日までに日常生活自立支援事業の契約を行い、

支援を行う予定。年金受給日まで 1 週間毎に訪問して食材提

供を行う。

白米 3 ㎏ カップ麺 10 個、缶詰 4 缶 味噌汁 1 袋

令和元年 9月 30 日（月） 男性

④

10 月の年金まで、週１回食材を届けている。自立支援プラン、

家計改善支援プランを説明し、同意を得たため、署名・押印

をもらった。また、地域福祉権利擁護事業専門員と同行した。

白米 7 ㎏、カップ麺 4 個、レトルト食品 2 箱、ふり

かけ 2 袋、缶詰 5 缶、味噌汁 1 袋、その他（塩こん

ぶ 1 袋）

令和元年 10月 3 日（木） 男性

④

先月も 3 度フードバンクから食材を提供している。15 日の年

金受給日まで食料がないため、もう一度訪問して提供する予

定。本日、日常生活自立支援事業の担当者と同行し、利用申

込書を記入してもらった。来週再び訪問して、契約すること

とした。

カップ麺 12個、レトルト食品 2 箱、ふりかけ 2 袋、

缶詰 4 缶、味噌汁 2袋

令和元年 10月 8 日（火） 男性

⑤

年金前、最後の提供を行った。明日、特定検診の結果を聞き

にいく予定。また、地域福祉権利擁護事業の契約を同日契約

し、年金の範囲内で安定した生活を送れるよう支援していく。

カップ麺 6個、レトルト食品 4 箱、ふりかけ 2袋、

缶詰 8 缶、その他（カップスープ 2 個、鯛みそ 1 瓶、

鶏炭火焼き 2 袋、からし１本、マヨネーズ 1 本、カ

セットボンベ 1 セット）
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令和元年 10月 8 日（火） 男性

⑤

8 月に入った年金から生活に必要なお金を残す予定だったが、

手持ちのお金が無くなり、生活が苦しくなった。10月 15 日か

ら 2 週間に 1 回、日常生活自立支援事業を利用しながら、家

計が回るよう支援してく。

カップ麺 8個、レトルト食品 5 箱、缶詰 4 缶

令和元年10月10日（木） 男性

①

派遣会社で土木作業の仕事をし、1 日 8 千円を受け取って生活

していたが、10 月以降仕事がなくなり、収入がなくなった。

現在、ライフラインは全て使えず、唯一、ガスコンロがある

ため、お湯が沸かせる状況。10月 11 日には、面接があり、採

用されれば、月 20 万円の収入が見込まれている。1週間分の

食材を提供し、就労支援を含め、生活の立て直しを考えてい

くことにしている。

白米５㎏、カップ麺６個、レトルト食品３箱、ふり

かけ１袋、缶詰４缶、その他（紅鮭がゆ１袋、ガス

ボンベ２本、のりの佃煮１瓶）

令和元年10月15日（火） 男性

②

16 日から働くことになっている。10 月分は 11 月末に給与が

入ることになっているが、前給制度を利用し、10 月末に 2 万

円まで受け取れるとのことだった。生活福祉資金の申し込み

については、考えたいとの返事であったため、後日返事をも

らうことにしている。

カップ麺 11 個、袋麺 2 袋、缶詰 4 缶、その他（め

んつゆ 1 本、カセットボンベ 1 本）

令和元年11月25日（月） 男性

③

民生委員から本人が「お金を貸してほしい。」と民生委員宅に

来られたことを受け、本人宅を訪問した。派遣会社から土木

の仕事（日払い）を紹介してもらい、1 ヶ月間住み込みで働い

たが、給与をもらえなくなり、生活が苦しくなったとのこと。

仕事の紹介を希望しており、11月 26 日に自立相談支援センタ

ーで面談することとした。

カップ麺 3個、袋麺 1 袋、レトルト食品 1 箱、缶詰

3 缶、その他（めんつゆ 5 袋）

令和元年12月12日（木） 男性

①

11 月 23 日に飯塚市から現住所に引っ越してきたが、車が故障

した。修理費用を工面できず、仕事に行けなくなったため、

土木関係の仕事を解雇された。収入も途絶えており、また、

引っ越し等にかかる費用や支払いを優先したため、手元にお

金が残らず、生活できなくなった。再度、訪問して話を伺い、

今後の方向性について考えていく。

白米５㎏、カップ麺 10 個、ふりかけ 2 袋、缶詰 4

缶、炊飯器 1 台（貸出）

令和元年12月17日（火） 男性

②

12 日に提供したが、米以外が尽きたとのことで、食材提供を

行った。今後は、緊急小口資金を申請し、初任給までの生活

費の確保や支払いを行っていく予定。また、支払い等の整理

について、家計改善支援員と訪問して、一緒におこなってい

く予定である。

カップ麺 10個、ふりかけ 3 袋、缶詰 4缶

令和 2 年 1月 9 日（木） 男性 就職が決まったため、昨年 12 月に生活保護を廃止したが、仕

事が続かず、収入がなくなったため、困窮した。本日再び、

生活保護の申請を行ったが、決定するまで生活するお金がな

いため、緊急小口資金の貸付の相談に来所。昨年末から食べ

るものがなく、ここ数日は何も食べていないとのことだった

ため、食材の提供をおこなった。光熱水費の未払いがあり、

ライフラインが止まるとのことだったため、支払い方法につ

いて考えていく。

白米 5 ㎏、ふりかけ 3 袋、缶詰 12 缶、その他（の

りの佃煮 1瓶）

令和 2 年 1月 10 日（金） 女性 1月6日に離婚し、1歳の双子を養育していかなければならず、

お金も食べ物もないため、昨日、生活保護を申請した。1 月

24 日には、アルバイト収入が 6 万円入る予定であるが、21 日

までに電気代 6 千円を支払わなければならないため、緊急小

口資金を申請予定である。

白米 3 ㎏、カップ麺 8個、ふりかけ 1 袋、缶詰 6 缶、

その他（おむつ 1 袋、おしりふき 1 個、めんつゆ 1

本、そうめん 1 袋、うどん１袋、ゼリー1 セット、

スープ 3 個）

令和 2 年 1月 24 日（金） 女性 母子家庭で、中学 1年生、小学 5 年生、8ヶ月の子どもを養育

中。福祉施設で働いていたが、現在、育児休業中で育児給付

金（10 万/1ヶ月）と児童手当、児童扶養手当で生活している。

今回、20 日頃に育児給付金（2 ヶ月分）が入ると思っていた

が、施設側の手続きが遅れている。小学 5 年の次男が白血病

で 27 日まで一時帰宅中。本日、手続きが終わったため、5～7

日後に入金予定となったが、それまで食べる物がない。

白米 7 ㎏、カップ麺 8 個、味噌汁２袋、その他（牛

丼の具 1 袋、中華丼の具 1 袋、そば１袋、そうめん

1 袋、うどん 1 袋、めんつゆ１本、マロニー1 袋、

おでんの素 1 箱、カレールウ 1 箱、のりの佃煮 1 瓶、

鍋キューブ 1 袋）

令和 2 年 2月 18 日（火） 女性 本日、生活保護を申請したとのことで、保護課相談員と来所

した。所持金が 5 千円しかなく、3 月 11日に児童扶養手当が

8 万円支給されるまで収入がない。電気代や車の任意保険料が

滞納となっている。緊急小口資金の利用はできない状況であ

るため、ライフレスキューでの生活の立て直しを検討する。

白米３㎏、袋麺 2 袋、レトルト食品 9 箱、缶詰２缶、

味噌汁 2 袋、その他（カレー1 箱、めんつゆ 1本）
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令和 2 年 2月 26 日（水） 男性 2 月に入った年金を借金の支払いや返済に充ててしまい、手持

ちのお金もない。4 月の年金まで収入のあてもなく、困窮状態

が続く。度々この状況を繰り返していることから、日常生活

自立支援事業を説明したところ、利用を希望された。今後は

事業の契約について手続きを進めるとともに、ライフレスキ

ュー事業についても検討する。

白米 5 ㎏、カップ麺 8 個、袋麺 3 袋、レトルト食品

7 箱、ふりかけ 1 袋、缶詰 6 缶、味噌汁 2 袋、その

他（スープ 1 箱、めんつゆ 1 本、醤油１本、ポン酢

1 本、鶏ガラスープの素 1 袋）

令和 2 年 2月 28 日（金） 男性

①

4 年前に解雇（実家が経営していた会社）され、預貯金を切り

崩しながら生活していたが、貯金が底をついた。食べる物も

ないため、食材を提供。難病による働きづらさもあるようだ

が、就労支援や障害年金受給の可能性を探りながら、支援す

る。やむをえない場合は、生活保護申請も視野に入れる。（そ

の際は、家賃 5 万 3千円が課題となる。）

カップ麺 6個、レトルト食品 6 箱、缶詰 3 缶、味噌

汁 2 袋、その他（おかゆ１袋、パックご飯 5 食入り

3 袋）

令和 2 年 3月 6 日（金） 男性

②

自宅に炊飯器がなく、パックご飯を購入することもできない。

ライフレスキュー事業でお米を購入する予定であり、ご飯が

炊けるようにする必要があるため、提供した。

炊飯器１台

令和 2 年 3月 17 日（火） 男性 家賃 5 ヶ月分を滞納し、退去を求められている。今後も住み

続けたいと希望しているため、大家に交渉した。家賃 3 ヶ月

分を支払えば、その後は、家賃プラス 1 万円で考えても良い

とのこと。3月 18 日のネットワーク委員会役員会で、認めら

れれば、支払う予定である。また、同時にライフレスキュー

事業を利用し、4月 22 日までの生活をつなぐ。4月 22 日以降

については、地域福祉権利擁護事業にて金銭管理を行うこと

としている。

白米 2 ㎏、レトルト食品 3 箱、缶詰 5 缶、その他（め

んつゆ 1 本、そうめん 1 袋、スープ 1 個、鮭瓶１瓶、

マヨネーズ 1 本）

令和 2 年 3月 19 日（木） 女性 昨年 11 月頃にエアコンが壊れてしまい、買い替えたことで、

貯金が尽きてしまった。1 月中旬から徐々に食事も満足に摂れ

ない日が続き、体調が悪くなった。4 月 15 日に年金約 18 万/2

ヶ月が入るが、それまでの生活が苦しい。

白米 2 ㎏、レトルト食品 2 箱、缶詰 3 缶、味噌汁 1

袋、その他（牛丼 1 袋、おかゆ 3 袋、カセットボン

ベ 1 セット、カレー1 箱）

令和 2 年 3月 30 日（月） 女性 コロナウイルスの影響で小・中学校が休校になり、仕事を休

まざるを得なくなった。そのため、4 月 10 日の給料日には、

全くお金が入らず、生活できないため、緊急小口資金の借入

申込を行うこととした。その間の食材を提供した。

白米 5 ㎏、カップ麺 8 個、袋麺 3 袋、レトルト食品

9 箱、缶詰 2缶、その他（スープ 1 箱、だし 1 袋、

鍋キューブ 1 袋、コーヒー2カップ、スープ 1袋）

⓶ 事業への協力状況

   ・食品及び物品の協力件数 22 件

  【障がい者支援施設清浄学園１件 軽費老人ホーム稲穂園２件 障がい者支援施設さくら学園１件 障がい者支援施設第 2 さくら学園１件

介護老人保健施設シルバーケア嘉穂 2 件 かま福祉ネットワーク 1 件 嘉麻市保護課１件 嘉麻市社会教育課 1件 嘉麻市防災対策課 1 件

高齢者相談支援センター3 件 嘉麻市社会福祉協議会 2 件 市民６件】

・協力いただいた食品及び物品の内訳

【食品】米 60 ㎏ ご飯パック 14 個 おかゆ６袋 麺類 346 食 即席汁物 52 袋 レトルト食品 121 食 ふりかけ・のり 28 袋 缶詰 159

缶 調味料 88 点  お茶 3 箱 めんつゆ 19 本 めんつゆ 60 袋 瓶詰（岩のり・鮭）10 個 ゼリー10 個 コーヒー4袋

【物品】カセットボンベ 31本 冷蔵庫 1 台 扇風機 2 台 カセットコンロ 1 台 石鹸 7個

⓷ 食品及び物品の提供状況

・食品を必要とした方 2７人 ・食品を提供した延べ回数 48 回

・物品を必要とした方 9 人 ・物品を提供した延べ回数 12 回

・貸出しを必要とした方 1 人 ・物品を貸出した延べ回数 1 回

・提供した食品・物品及び貸出した物品の内訳

【提供食品】米 144㎏ ご飯パック 6個 おかゆ 5袋 袋麺 46袋 カップ麺 255 個 即席汁物 44袋 レトルト食品 215 食

ふりかけ・のり 43 袋 缶詰 219 缶 めんつゆ 18 本 めんつゆ 15 袋 岩のり・佃煮 21個 調味料 11 点 飲料水 87 点

ゼリー10 個

【提供物品】幼児用紙オムツ 2 袋 お尻ふき 3パック 箱ティッシュ 1袋 トイレットペーパー1袋 カセットボンベ 13 本 炊飯器 2 台

【貸出物品】炊飯器 1 台

  



29

⓸ 食品及び物品在庫一覧（令和 2 年 3 月 31日現在）

【食品】 米 63kg ご飯パック 3 食入り 5 袋 ご飯パック 5 食入り 3 袋 おかゆ 1 袋 カップめん 72個 マロニー1 袋 そうめん 4 袋

レトルトカレー2 箱 牛たま丼 8 箱 親子丼 8箱 中華丼 10 箱 牛丼 3個パック 1 袋 親子丼 3個パック 1 袋

味噌汁 6 食入り 1 袋 吸い物 4食入り 1袋 めんつゆ 2 本 スープ 1 袋 だしの素 1 箱 片栗粉 1 袋 ほんだし 2 袋 砂糖 1袋

タバスコ 2箱 こしょう 2 箱 ラー油 2 箱 一味唐辛子 3 箱 七味唐辛子 3 箱 マヨネーズ 3 本 ケチャップ 3 本

お好みソース 1 本 酢 2 本 醤油 11 本 ごま油 1本 カルボナーラうどんの素 2 袋 バター醤油うどんの素 3 袋

鶏ガラスープ 1 袋 チーズダッカルビスープ 1袋 鍋キューブ 2 袋 お茶 3 箱 インスタントコーヒー3 袋

スティックシュガー3 袋 クリープ 3袋 粉ミルク 1 缶   

【物品】ポケットティッシュ 3 個 石鹸 20 個 スポンジ 2 個 布巾 3 枚 タオル 2 枚 お風呂洗剤 2 本 消臭スプレー1 本       

お風呂の洗剤（詰め替え用）2 袋 ハンドソープ 1本 ボディソープ（詰め替え用）1 袋 ボディシャンプー2 本        

シャンプー2袋 コンディショナー2 袋 カセットボンベ 3 個セット 9個 ガスボンベ 1個 暖房器具２台 扇風機 2 台

カセットコンロ 1 台 冷蔵庫 1 台

マミーポコ紙パンツＬサイズ 66 枚入り 2 袋 マミーポコ紙パンツビッグサイズ 60 枚入り 2 袋

子ども用紙おむつ 64枚入り（Ｍ）3 袋 子ども用紙おむつ 74 枚入り（Ｓ）2 袋 子ども用紙おむつ 82枚入り（Ｓ）2 袋

おしりふき 33 袋  箱ティッシュ 1 袋 トイレットペーパー3 袋 やかん 1 個 包丁セット 1 セット スーツ上下セット 8 セット

スーツ上着 2 着 カッターシャツ 4 枚 履歴書（パート・アルバイト）5 袋 履歴書（新卒・再就職）4 袋

（８）無料職業紹介所（嘉麻市生活困窮者自立相談支援事業受託）に関すること

①求人登録状況

・常用求人登録件数 81 件

・求人登録企業 6件及び業種区分

【企業名及び業種】

・社会福祉法人山田慈恵会（介護サービスの職業） ・サンコーケアライフ（株）ライフステイいなつき（介護サービスの職業・調理師）

・ほっともっと山田店（飲食物調理の職業） ・麻生介護サービス（株）（介護サービスの職業）                    

・障がい者支援施設さくら学園（飲食物調理の職業） ・医療法人新緑会愛恵医院（介護サービスの職業）

  ②求職登録状況

   ・求職登録者 9 人

・年 齢（31 歳～40 歳 2 人 41 歳～50 歳 4 人 51 歳～60 歳 1 人 61 歳～70 歳 2 人）

  ・性 別（男性 5 人 女性 4 人）

   ・紹介状発行者数 1 人

   ・就労につながった方 1 人

    【就労先】農業組合法人カッホー馬古屏 1人


